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今月号の主な内容

美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】笑顔あふれる村岡小学校1年生の子どもたち
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香美町のまちづくり計画

香美町役場新庁舎の完成イメージ図

～各区の最重点課題事業～

369平方キロメートルという広大な面積をもつ香美町は、各地域の連携が町の発
展に不可欠な要素です。
そのため、合併協議の段階から「各地域の均衡ある発展」が重要な課題といわ

れてきました。
そこで合併協議会では『新町まちづくり計画』の中に各区の最重点課題事業を

挙げて、その実現を目指すよう目標を掲げました。
今回は各区の最重点課題事業の概要と、現在、香住区で計画されている香美町

新庁舎建設事業についてお知らせします。



旧
3
町
の
合
併
協
議
で
は
、「
新
し
い

町
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
」
と

い
う
協
議
が
、
何
度
も
繰
り
返
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

香
住
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
の
合
併
で
、

最
も
重
要
な
課
題
が
「
各
地
域
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
し
て
い
く
」
こ
と
で
し
た
。

そ
の
協
議
の
中
で
海
と
山
、
農
林
業
・

畜
産
業
と
漁
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
・
産
業
形
態
を
有
す
る
新
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
合

併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た
の
が
『
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
』
で
す
。
香
美
町
で
今
後

策
定
さ
れ
る
総
合
計
画
の
基
礎
と
も
い
え

る
計
画
で
あ
り
、
香
美
町
の
運
営
指
針
と

も
い
え
る
も
の
で
す
。

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、「
美
し

い
山
・
川
・
海
　
人
が
躍
動
す
る
　
交
流
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と
共
生
の
ま
ち
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
産

業
や
文
化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
お
互
い

の
連
携
を
強
め
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
定
め
ま

し
た
。

特
に
今
後
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

や
産
業
振
興
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題

を
乗
り
き
る
た
め
に
は
、
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
全
体

と
し
て
も
よ
り
一
層
計
画
的
な
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
ま
じ
え
た
概
要
版
を
作

成
し
、
3
月
の
全
戸
配
布
で
各
家
庭
に
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
で
は
、
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
中
に
、
合
併
し
た
町
の
建
設
の
根

幹
に
な
る
事
業
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

は
、
旧
3
町
の
振
興
（
総
合
）
計
画
や
実

施
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
新
町
の
施
策

の
中
に
主
要
事
業
の
概
要
と
し
て
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
各
町
が
最
重
点
課

題
事
業
と
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
、
政
策
的
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
、

合
併
後
5
年
間
の
事
業
計
画
の
中
に
盛
り

込
ん
で
、
合
併
直
後
か
ら
取
り
組
ん
で
速

や
か
に
実
現
を
目
指
す
事
業
を
挙
げ
ま
し

た
。そ

の
事
業
と
は
、
香
住
区
の
庁
舎
建
設

事
業
（
新
町
本
庁
舎
建
設
事
業
）、
村
岡

区
の
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
）、
小
代
区
の
健

康
増
進
施
設
整
備
事
業
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
事
業
）

の
3
事
業
で
す
。

こ
の
3
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
旧
町

か
ら
の
重
要
な
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

集
中
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

香
住
区
の
庁
舎
建
設
事
業
で
は
、
主
要

地
方
道
香
住
村
岡
線
の
道
路
拡
幅
に
よ
り

移
転
の
必
要
性
が
生
じ
た
経
緯
を
踏
ま
え

て
、
新
町
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
香
美

町
役
場
の
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

村
岡
区
の
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業

で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
、

現
在
入
所
を
希
望
し
て
い
る
人
が
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
入
所
で
き
る
よ
う
新
し

く
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

小
代
区
の
健
康
増
進
施
設
整
備
事
業
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
、
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
建

設
し
て
、
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
こ
の
3
事
業
の
進
捗
度

合
に
若
干
の
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
ご
と
に
、
随
時
、

各
事
業
を
広
報
紙
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

香
美
町
の
運
営
指
針

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

香美町の今後の振興計画が盛り込まれた
『新町まちづくり計画』と『概要版』

香美町のまちづくり計画

均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に

各
区
の
最
重
点
課
題
事
業

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
現
在
、
基
本
設

計
ま
で
終
了
し
た
香
住
区
の
庁
舎
建

設
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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香
美
町
新
庁
舎
は4
階
建
て
に

現
在
、
香
美
町
役
場
本
庁
舎
と
し
て
利

用
し
て
い
る
旧
香
住
町
役
場
庁
舎
は
、
庁

舎
の
前
を
と
お
る
道
路
の
拡
幅
工
事
の
た

め
、
移
転
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
新
庁
舎
の
建

設
場
所
や
設
計
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
移
転
場
所
に
つ
い
て
は
、

地
域
高
規
格
道
路
「
香
住
道
路
」
の
香
住

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
、
香
住
区
香
住

地
内
に
あ
る
町
立
香
住
第
一
中
学
校
の
西

隣
の
敷
地
約
5
、
6
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

（
5
反
6
畝
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
香
住
道
路
の
高
架
下
に
約
1
2

0
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
職

員
の
通
勤
車
や
除
雪
車
な
ど
の
公
用
車
を

駐
車
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

庁
舎
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
合
併

前
に
旧
3
町
の
町
長
や
議
長
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
香
美
町
新
庁
舎
基
本
設
計
策
定

委
員
会
」（
15
人
）
を
組
織
し
、
3
月
末

ま
で
基
本
設
計
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
で
は
、
新

庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
て
、

道路の拡幅工事のため移転する必要がある香美町役場本庁舎（旧香住
町役場）

移
転
場
所
は
現
在
地
か
ら

約
8
0
0
メ
ー
ト
ル
南

新
町
本
庁
舎
建
設
事
業

平
成
18
年
秋
完
成
を
目
指
す

現
在
、
香
美
町
役
場
本
庁
舎
前
の
主
要
地
方
道
香
住
村
岡
線
で
は
、
交
差
点
の
改

良
と
歩
道
を
設
置
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
道
路
と
の
取
り
合
い
部
分
で
道
路
の
敷
地
に
本
庁
舎
の
一
部

が
か
か
る
た
め
、
本
庁
舎
を
移
転
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

工
事
の
進
捗
状
況
か
ら
、
遅
く
と
も
平
成
19
年
3
月
ま
で
に
移
転
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
旧
香
住
町
で
は
移
転
先
の
検
討
や
新
し
い
庁
舎
の
設
計
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
庁
舎
の
建
設
予
定
地
は
、
地
域
高
規
格
道
路
「
香
住
道
路
」
の
香

住
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
と
し
、
4
階
建
て
の
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

延
べ
床
面
積
約
3
、
9
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
。
こ
れ
に
鉄
骨
造
2
階
建
て
の
付
属
棟

1
棟
（
延
べ
床
面
積
約
4
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
）
を
含
ん
だ
計
4
、
3
0
0
平
方
メ

ー
ト
ル
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

庁
舎
の
中
の
配
置
に
は
、
住
民
の
利
用

し
や
す
さ
と
職
員
の
仕
事
の
し
や
す
さ
を

考
慮
し
ま
す
。

1
階
に
は
町
民
課
や
税
務
課
、
健
康
課
、

福
祉
課
な
ど
生
活
と
関
わ
り
の
深
い
課
を

設
置
し
て
、
2
階
に
は
町
長
室
や
総
務
課
、

企
画
課
な
ど
の
管
理
部
門
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

3
階
に
は
2
0
0
人
程
度
収
容
で
き
る

大
会
議
室
を
中
心
に
会
議
室
を
設
置
し
、

4
階
に
は
議
会
事
務
局
や
議
場
を
設
置
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
附
属
棟
の
1
階
に
は
公
用
車
の

車
庫
、
2
階
に
は
書
庫
や
倉
庫
を
配
置
し

ま
す
。

4
階
建
て
と
な
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
配
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
照

が
付
近
の
田
畑
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

配
慮
し
ま
す
。

（
施
設
の
平
面
図
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次

号
以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
）



今
後
、
町
で
は
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け

て
7
月
末
を
目
途
に
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。早

け
れ
ば
8
月
ご
ろ
か
ら
建
設
工
事
を

行
い
、
完
成
は
平
成
18
年
秋
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
完
成
後
に
現
在
の
庁
舎
か
ら
移

転
作
業
を
行
い
、
移
転
終
了
後
、
現
在
の

庁
舎
は
取
り
壊
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
庁
舎
取
り
壊
し
後
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
そ
の
活
用
法
を

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

5

香美町役場（現本庁）

新庁舎建設予定地

新庁舎建設予定地

新庁舎建設予定地の現況（中央が香住学校給食センター、
右奥が町立香住第一中学校）

香美町のまちづくり計画

【現在の庁舎位置と新庁舎建設位置】

完
成
・
移
転
は

平
成
18
年
秋
ご
ろ

台
風
や
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、

役
場
は
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
ま
す
。

建
設
予
定
地
は
隣
に
川
が
流
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
過
去
に
台
風
な
ど
の
水

害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
庁
舎
建
設
時
に
は
雨
水
対

策
に
は
特
に
注
意
を
払
い
ま
す
。

排
水
・
貯
水
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
台

風
23
号
の
数
値
な
ど
を
基
に
敷
地
内
で
貯

水
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
の
揺
れ
を
緩
和
す
る
構
造

を
検
討
し
、
災
害
に
強
い
建
物
に
す
る
こ

と
を
検
討
し
ま
し
た
。

台
風
や
地
震
な
ど

災
害
に
強
い
構
造
に

香美町役場（現本庁）



6

行政トピックス

無
投
票
当
選
で
決
ま
る

香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

香
美
町
で
は
農
業
委
員
の
在
任
特

例
（
旧
町
の
委
員
が
、
合
併
後
も
し

ば
ら
く
委
員
と
し
て
在
職
で
き
る
制

度
）
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
旧
3

町
の
農
業
委
員
は
3
月
31
日
で
失

職
、
新
町
発
足
時
に
は
委
員
が
不
在

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

合
併
後
50
日
以
内
に
選
挙
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
は
、
選
挙
区
を
設
け
、
香
住

区
選
挙
区
8
人
、
村
岡
区
小
代
区
選

挙
区
12
人
の
計
20
人
の
定

数
で
し
た
が
、
両
選
挙
区

と
も
定
数
を
超
え
る
立
候

補
者
が
な
か
っ
た
た
め
、

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し

た
。4

月
21
日
に
は
当
選
証

書
の
付
与
が
行
わ
れ
、
秦

欣
一
郎
香
美
町
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
当
選
者
一
人

ひ
と
り
に
当
選
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

秦
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
「
香
美
町
に
と

っ
て
農
業
は
重
要
な
基
幹

産
業
で
す
。
初
代
の
委
員

と
し
て
香
美
町
の
農
業
振
興
に
皆
さ

ん
の
力
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
後
日
選
出
さ
れ
る
町
議

会
推
薦
、
農
協
推
薦
の
委
員
と
と
も

に
町
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

香
美
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
村
岡
地
域
局
農
林
課
内
）

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

香
美
町
農
業
委
員
会
委
員

（
選
挙
に
よ
る
委
員
）

〈
任
期：

平
成
17
年
4
月
21
日

〜
平
成
20
年
4
月
20
日
〉

【
香
住
区
選
挙
区
】

（
届
出
順
、
敬
称
略
）

高
橋
　
　
勤
（
香
住
区
小
原
）

稲
垣
　
登
也
（
香
住
区
七
日
市
）

吉
川
　
邦
夫
（
香
住
区
下
浜
）

川
本
源
太
夫
（
香
住
区
余
部
）

安
田
　
裕
至
（
香
住
区
下
岡
）

常
榮
　
　
昭
（
香
住
区
無
南
垣
）

山
盛
　
高
光
（
香
住
区
三
川
）

山
森
　
昭
夫
（
香
住
区
守
柄
）

【
村
岡
区
小
代
区
選
挙
区
】

（
届
出
順
、
敬
称
略
）

天
良
　
敬
次
（
村
岡
区
味
取
）

井
上
　
　
毅
（
村
岡
区
熊
波
）

穴
田
　
皓
一
（
村
岡
区
板
仕
野
）

西
田
　
英
喜
（
村
岡
区
日
影
）

山
本
　
弘
毅
（
村
岡
区
口
大
谷
）

森
　
　
　
隆
（
村
岡
区
森
脇
）

藤
原
　
敏
和
（
小
代
区
神
水
）

今
西
　
博
一
（
小
代
区
茅
野
）

毛
戸
　
　
誠
（
小
代
区
神
水
）

中
村
　
幹
弘
（
村
岡
区
長
板
）

池
口
　
重
雄
（
村
岡
区
村
岡
）

中
村
　
　
博
（
村
岡
区
市
原
）

今回の選挙で選出された農業委員の皆さん

合
併
に
伴
う
香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
4
月
16
日
に
告
示
さ

れ
ま
し
た
。

香
住
区
選
挙
区
、
村
岡
区
小
代
区
選
挙
区
と
も
定
数
を
超
え
な
か
っ

た
た
め
、
同
日
、
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
合
併
に
よ
る
所
管
の
変
更
に
つ
い
て
】

旧
香
住
町
は
、
3
月
ま
で
豊
岡
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
香
美
町
誕

生
に
伴
い
、
香
住
区
・
村
岡
区
・
小
代
区
と
も
に

浜
坂
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。

農
業
や
畜
産
に
関
す
る
質
問
や
技
術
指
導
な
ど
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

浜
坂
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

�
0
7
9
6
・
82
・
1
1
6
1

【
農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事
】

農
業
委
員
会
は
、
町
内
の
農
業
振
興
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
農
地
の
権
利
移
動
、
農
地
転
用
の
許
認
可

・
農
地
な
ど
の
賃
貸
借
の
設
定
や
解
除
な
ど
の
許

認
可

・
標
準
小
作
料
の
設
定

・
農
用
地
の
利
用
関
係
の
調
整

・
農
用
地
利
用
集
積
の
決
定

・
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
の
助
言
や
指
導

・
ほ
か
の
行
政
庁
へ
の
建
議
や
そ
の
諮
問
に
応
じ

る
答
申

・
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
製

・
農
業
者
年
金
に
関
わ
る
委
託
業
務
　
な
ど
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全
国
か
ら
1
2
7
7
点
の
応
募

香
美
町
「
町
章
」
選
定
始
ま
る

香
美
町
の
町
章
デ
ザ
イ
ン
案
は
、

合
併
前
の
2
月
15
日
か
ら
3
月
18
日

の
期
間
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
し

た
。旧

3
町
・
合
併
協
議
会
の
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
聞
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
募
情
報
を

取
り
扱
う
雑
誌
に
も
掲
載
し
た
と
こ

ろ
、
旧
3
町
の
方
々
だ
け
で
な
く
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
各
地

か
ら
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
応
募
点
数
は
1
2
7
7

点
（
1
人
2
点
ま
で
）
に
上
り
ま
し

た
。応

募
者
の
年
齢
層
も
、
幼
稚
園
児

か
ら
80
代
の
方
ま
で
、
幅
広
い
世
代

か
ら
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1200点を超える作品を目の前に熱心に検討する
選定委員の皆さん

町
で
は
、
4
月
23
日
に
「
香
美
町

町
章
選
定
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

9
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付
、
第
1

回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
委
員
の
に
つ
い
て
は
左
の
表
を
参

照
）5

月
7
日
に
は
第
2
回
委
員
会
を

開
催
し
、
1
2
7
7
点
の
作
品
の
中

か
ら
1
次
選
考
と
し
て
約
75
点
の
作

品
を
選
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
今
後
、
2
、
3
回
の

選
考
を
重
ね
、
6
月
上
旬
を
目
途
に

絞
り
込
み
作
業
を
行
い
ま
す
。

平
成
17
年
度中

小
企
業
振
興
資
金
融
資

▼
融
資
の
対
象

町
内
に
6
カ
月
以
上
事
業
所
を
有
し
、
申
請
時
に
町

の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
に
滞
納
が
な
い
中
小
企
業
事

業
者

▼
融
資
内
容

※
短
期
と
長
期
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

※
長
期
の
運
転
、
設
備
の
併
用
は
で
き
ま
す
が
、
上
限

は
1
、
0
0
0
万
円
（
う
ち
運
転
は
5
0
0
万
円
以
内
）

と
な
り
ま
す

※
異
な
る
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合
、
限
度
額

の
超
過
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
融
資
・
返
済
方
法
は
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
方
法

に
よ
り
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法

金
融
機
関
、
香
住
町
商
工
会
、
村
岡
町
商
工
会
、
美

方
町
商
工
会
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
取
扱
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
取
扱
金
融
機
関

但
馬
銀
行
香
住
支
店
・
香
住
港
支
店
・
柴
山
支
店
・

村
岡
支
店
、
但
馬
信
用
金
庫
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店
、
み
な
と
銀
行
香
住
支
店
、
兵
庫
県
信
漁
連

香
住
加
工
支
店
、
た
じ
ま
農
協
香
住
支
店
・
村
岡
支

店
・
美
方
支
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課
　
�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

短
期
資
金

長
期
資
金

運
　
転

運
　
転

設
　
備

1
、0
0
0

5
0
0

1
、0
0
0

資
金
名

用
　
途

限
度
額

（
万
円
）

1
・
5
％

2
・
1
％

1
年
以
内

5
年
以
内

7
年
以
内

年
　
利

融
　
資

期
　
間

【香住町町章選定委員会】
委 員 長 …西内　一博（香住区香住）
副委員長…松岡　泰子（村岡区入江）
委　　員…大森はるみ（香住区香住）

北村　昌三（香住区香住）
西岡　訓子（村岡区中大谷）
西村　弘幸（村岡区入江）
樹岡　正宏（温泉町竹田）
中村　一也（小代区大谷）
邊見　昭典（小代区大谷）

※順不同、敬称略

香
美
町
の
町
章
を
選
定
す
る
た
め
の
委
員
会
が
4
月
23
日
、
5
月
7

日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
さ
れ
た
1
2
7
7
点
の
作
品
の

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
数
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
候
補
作
品
を
絞
り
込
み
、
最
終

的
に
は
6
月
上
旬
ご
ろ
1
点
を
選
定
す
る
予
定
で
す
。

全
国
か
ら
力
作
が
揃
う

町
章
決
定
は
6
月
上
旬
の
予
定

■問い合わせ先
役場総務部企画課　�0796・36・1111
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行政トピックス

町
民
の
財
産
を
、
安
全
を
守
る

香
美
町
消
防
団
　
始
動

・
団
　
長
…
本
城
　
繁
信

【
香
住
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
川
端
敏
彦

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
小
谷
好
男
、

青
山
喜
一
、
中
村
昭

・
分
団
長

支
団
本
部
…
石
田
俊
一
、
佐
藤
尚
武
、

西
内
一
博
、
福
島
勉
、
三
輪
典
志
、

磯
田
啓
介
、
渡
　
孝

香
住
特
設
分
団
…
…
濱
上
　
栄
作

香
住
第
1
分
団
…
…
磯
田
　
博
之

香
住
第
2
分
団
…
…
上
田
　
康
雅

香
住
第
3
分
団
…
…
吉
田
　
和
志

香
住
第
4
分
団
…
…
中
村
　
芳
行

香
住
第
5
分
団
…
…
岡
田
　
憂
司

余
部
分
団
…
…
…
…
山
崎
　
清
公

柴
山
分
団
…
…
…
…
今
西
　
立
男

佐
津
分
団
…
…
…
…
吉
田
　
　
純

奥
佐
津
第
1
分
団
…
橋
本
　
昭
弘

奥
佐
津
第
2
分
団
…
青
山
　
　
進

長
井
第
1
分
団
…
…
清
水
　
容
和

長
井
第
2
分
団
…
…
小
谷
口
敬
行

【
村
岡
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
浅
田
重
男

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
田
村
武
夫
、

田
淵
保
男
、
西
村
功

・
分
団
長

村
岡
特
設
第
1
分
団
…
田
輪
　
　
実

村
岡
特
設
第
2
分
団
…
古
家
　
　
学

村
岡
特
設
第
3
分
団
…
藤
原
　
博
文

村
岡
特
設
第
4
分
団
…
今
後
　
武
司

村
岡
第
1
分
団
…
…
…
松
岡
　
克
己

村
岡
第
2
分
団
…
…
…
伊
澤
　
宏
昭

村
岡
第
3
分
団
…
…
…
中
村
　
真
人

村
岡
第
4
分
団
…
…
…
井
上
呈
二
郎

村
岡
第
5
分
団
…
…
…
田
邊
　
寿
裕

村
岡
第
6
分
団
…
…
…
西
村
　
一
敏

村
岡
第
7
分
団
…
…
…
東
　
　
俊
一

村
岡
第
8
分
団
…
…
…
中
村
　
吉
孝

村
岡
第
9
分
団
…
…
…
岸
　
　
　
誠

村
岡
第
10
分
団
…
…
…
石
井
　
　
勇

村
岡
第
11
分
団
…
…
…
山
本
　
良
雄

【
小
代
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
田
淵
正
一

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
吉
田
正
秀
、

邊
見
八
郎

・
分
団
長

支
団
本
部
…
西
村
吉
弘
、
田
中
公
雄
、

古
岡
敏
幸
、
朝
倉
富
昭
、
中
村
達
也

小
代
特
設
第
1
分
団
…
姫
治
　
博
文

小
代
特
設
第
2
分
団
…
太
田
垣
　
收

小
代
第
1
分
団
…
…
…
井
上
　
倫
和

小
代
第
2
分
団
…
…
…
井
上
　
秀
樹

小
代
第
3
分
団
…
…
…
田
野
　
昌
輝

小
代
第
4
分
団
…
…
…
本
上
　
純
也

小
代
第
5
分
団
…
…
…
瓜
ヶ
平
　
一

小
代
第
6
分
団
…
…
…
木
村
　
一
隆

平
成
17
年
度
香
美
町
消
防
団

（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

本城団長から辞令が交付されました

誓いの言葉を述べる西本さん

4
月
10
日
、
香
住
小
学
校
体
育
館
で
香
美
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

香
美
町
消
防
団
で
は
、
今
ま
で
の
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
各
区
に

支
団
本
部
を
設
け
て
、
旧
町
で
の
活
動
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

交
付
式
に
は
本
城
繁
信
団
長
以
下
、
副

団
長
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、
部
長
の
各

団
員
と
新
入
団
員
約
2
5
0
人
が
出
席
、

本
城
団
長
か
ら
順
番
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
本
城
団
長
が
、「
合
併
に
よ

り
新
体
制
と
な
り
、
住
民
の
信
頼
に
こ
た

え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
西
本

英
樹
さ
ん
（
香
住
特
設
分
団
）
が
「
町
の

災
害
の
防
御
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
消
防
団
の
合
併
に
よ
り
、
香
美

町
消
防
団
は
36
分
団
、
団
員
1
、
1
2
6

人
（
実
員
）
の
組
織
と
な
り
ま
す
。

（
役
員
の
体
制
に
つ
い
て
は
下
の
表
の
と

お
り
）
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障
害
者
手
帳
の
外
観
を

同
じ
に
す
る
こ
と
で
、
障

害
の
あ
る
方
が
心
理
的
に

抵
抗
な
く
手
帳
を
提
示
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
」
の
青
い
カ
バ
ー
を
お

持
ち
の
方
は
、
役
場
健
康

福
祉
部
福
祉
課
、
村
岡
・

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

で
、
新
し
い
手
帳
カ
バ
ー

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
カ
バ

ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

■
配
布
対
象
者

平
成
17
年
3
月
31
日
時
点
で
「
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
（
神
戸
市
か
ら
交

付
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

■
新
し
い
カ
バ
ー
の
受
取
方
法

・
受
取
場
所
　
役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
村
岡
地
域

局
健
康
福
祉
課
、
小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

・
受
取
期
間
　
6
月
30
日
（
木
）
ま
で

・
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

＊
新
し
い
カ
バ
ー
を
受
け
取
る
ま
で
の
間
、
現
在
お
使

い
の
カ
バ
ー
も
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
カ
バ
ー
の
統
一
に
関
す
る
こ
と

兵
庫
県
健
康
生
活
部
福
祉
局
障
害
福
祉
課

�
0
7
8
・
3
6
2
・
3
1
9
2

・
受
取
方
法
に
関
す
る
こ
と

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課�0

7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た

め
、
食
生
活
を
改
善
し
、
自
分
だ
け

で
な
く
地
域
の
人
た
ち
の
健
康
を
守

る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
養
成
す
る

「
食
生
活
改
善
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

食
生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

5月30日（月）午後1時30分～
＜香住文化会館＞

6月20日（月）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

6月29日（水）
午前10時～

＜村岡区民センター＞

7月6日（木）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

9月14日（水）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

7月26日（火）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

8月16日（火）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

10月24日（月）

7月28日（木）
午前10時～

＜小代保健センター＞
8月18日（木）
午前10時～
＜射添会館＞

9月8日（木）
午前10時～

＜村岡区民センター＞

11月10日（木）
午前10時～

＜小代保健センター＞

11月14日（月）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

11月17日（木）
午前10時～
＜射添会館＞

12月14日（水）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞
1月13日（金）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞
2月10日（金）
午後1時30分～
＜香住文化会館＞

12月1日（木）
午前10時～

＜小代保健センター＞
1月19日（木）
午前10時～

＜村岡区民センター＞

2月16日（木）
午前10時～
＜射添会館＞

3月1日（水）午前9時30分～
＜射添会館＞

香住区 村岡区・小代区

開講式　｢健康づくりといずみ会リーダー｣
～あなたの食生活を見直してみましょう～

知って得する栄養・食生活情報
～家庭で活かせるお役立ち情報～

毎日の暮らしの中に運動を
～楽々リフレッシュ体操～

自分の身体を知っていますか？
～美しさは健康から。年に１度は健診を～

暮らしの中の食品衛生と健全な生活環境
～食中毒及び食品表示の知識～

『食育』って何？
～自分の食生活を見直すきっかけを～

全体研修～先進地視察～

安全・安心な地産地消の食品を食卓に
～“選ぶ目”を持っていますか？～

上手に噛んで、健康美人

高齢者の身体と食事
～長寿食から介護食まで～

健康づくりと地区組織活動　　
～あなたも地区組織活動に参加してみませんか？～　

閉講式　｢グループ活動の進め方｣
１年を振り返って
～健康づくりの輪を広げよう～

講　　座　　内　　容

■
年
会
費
　
2
、
0
0
0
円

（
年
間
の
実
習
材
料
代
）

■
対
象
者

食
生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
人
　
　
　

※
現
在
い
ず
み
会
に
入
会
し
て
い
る

方
、
過
去
に
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

修
了
し
た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
　
　
　

■
応
募
締
切
　
5
月
20
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
（
応
募
）
先
　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

平
成
17
年
度
食
生
活
改
善
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
生
募
集

■年間の講座予定表

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
を
赤
色
に
統
一
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春
の
叙
勲

香
美
町
か
ら
4
人
が
受
章

香
住
区
鎧
漁
港
に
灯
台
が
設
置
さ
れ

て
約
30
年
、
設
置
当
初
か
ら
灯
台
の
監

視
や
保
守
協
力
を
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
灯
台
設
置
当
時
は
監
視
業
務
だ
け

で
な
く
、
電
球
交
換
な
ど
の
保
守
点
検

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
監
視
員
を
続
け
な
が
ら
、
余

部
漁
業
生
産
組
合
長
と
し
て
、
地
元
漁

業
の
振
興
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
灯
台
は
船
舶
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大

切
な
も
の
。
今
で
は
電
球
の
性
能
が
良

く
な
り
ま
し
た
が
、
保
守
点
検
を
行
っ

て
い
た
こ
ろ
は
よ
く
切
れ
た
の
で
、
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
し
け
で
も

雪
で
も
は
し
ご
を
か
つ
い
で
交
換
作
業

に
当
た
り
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
注
意
を
払

っ
て
灯
台
を
見
守
り
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

香
住
区
沖
浦
の
柴
山
港
に
設
置
さ
れ

た
灯
台
を
、
昭
和
44
年
か
ら
監
視
し
続

け
て
36
年
、
漁
船
の
安
全
航
行
を
支
え

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
防
波
堤
に
設
置
さ
れ
て
い

る
灯
台
も
、
監
視
を
始
め
た
当
初
は
、

海
面
に
設
置
さ
れ
た
浮
標
が
船
舶
の
道

標
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
手
漕
ぎ
ボ
ー

ト
で
海
上
へ
出
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。

「
雪
が
積
も
っ
て
い
る
だ
け
な
の
に
電

球
が
切
れ
た
と
勘
違
い
し
、
航
路
標
識

事
務
所
の
職
員
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
の
も
今
で
は
笑
い
話
で
す
。
監

視
協
力
者
と
し
て
活
動
し
て
き
た
現
在

ま
で
、
事
故
が
な
か
っ
た
の
が
何
よ
り

で
す
。
家
族
や
地
域
の
方
々
の
協
力
が

な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
れ
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」

昭
和
56
年
5
月
、
旧
美
方
町
長
に
当

選
。
以
後
3
期
12
年
間
、
町
長
と
し
て

町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

在
任
中
、
ニ
ュ
ー
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場

の
開
発
を
始
め
と
し
た
観
光
や
地
域
振

興
、
尼
崎
市
や
大
阪
府
忠
岡
町
と
の
交

流
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
簡

易
水
道
の
統
一
な
ど
社
会
基
盤
整
備
か

ら
ツ
チ
ノ
コ
探
検
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
施
策
を
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

「
人
口
の
少
な
い
町
に
、
ど
れ
だ
け
よ

そ
か
ら
人
が
来
て
く
れ
る
か
、
日
々
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
在
任

中
に
始
め
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
が
今

も
続
い
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
矢
田
川
の
上
流
か
ら
下

流
ま
で
を
つ
な
ぐ
香
美
町
の
発
展
を
願

っ
て
い
ま
す
」

昭
和
31
年
に
但
馬
銀
行
に
入
行
。
昭

和
52
年
に
取
締
役
に
就
任
し
、
以
後
常

務
、
頭
取
、
相
談
役
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
15
年
6
月
か
ら
は
同
行
顧
問

に
就
任
、
現
在
も
但
馬
地
域
の
金
融
業

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

は
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ
、

現
在
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
礎
を
築
か
れ

ま
し
た
。

「
今
回
の
受
章
は
、
今
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
取
引
先
や
一
緒
に
働
い
て
き

た
行
員
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
銀
行

を
、
そ
し
て
金
融
業
界
を
代
表
し
て
い

た
だ
く
気
持
ち
で
す
。
景
気
低
迷
や
ペ

イ
オ
フ
解
禁
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
金

融
業
界
に
と
っ
て
大
変
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
よ
り
一
層
『
信
用
』
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
長
年
活
動
さ
れ
、
そ
の
分
野
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
へ
贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲
受
賞
者
が
4
月
29
日
付
け
で
発
表
さ
れ
、

香
美
町
か
ら
4
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

旭
日
小
綬
章
（
金
融
業
功
労
）

倉
橋
博
文
さ
ん

（
香
住
区
七
日
市
）

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

吉
田
二
雄
さ
ん

（
小
代
区
秋
岡
）

瑞
宝
単
光
章
（
海
上
保
安
功
労
）

金
子
正
男
さ
ん

（
香
住
区
沖
浦
）

瑞
宝
単
光
章
（
海
上
保
安
功
労
）

中
村
之
信
さ
ん

（
香
住
区
鎧
）

長
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
野
村
和
雄
さ
ん
（
村
岡

区
川
会
）
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
は
旧
村
岡
町
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
活
動
さ

れ
、
そ
の
間
に
村
岡
町
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
会
長
・
副
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

4
月
21
日
、
香
美
町
村
岡
地
域
局
で

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
岩
槻
町
長

職
務
執
行
者
か
ら
野
村
さ
ん
へ
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ

た
山
本
保
男
さ
ん
（
村
岡
区
山
田
）、

邊
見
文
子
さ
ん
（
小
代
区
城
山
）
に
は

そ
れ
ぞ
れ
但
馬
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

長
年
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
に
表
彰
　

表彰状を贈呈される野村さん（右）と山
本さん（中央）
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お忘れな
く！

リハビリセンター横
（旧家畜市場）
鹿田公会堂
入江バス停
和田公会堂
長板公会堂
熊波公会堂
柤岡バス停
丸味区県道出入口
射添会館
和佐父公会堂
高津バス停
長須ポンプ小屋
原診療所横
長瀬バス停
境公会堂
山田ポンプ小屋

萩山バス停
神坂バス停
大糠公会堂
光陽公会堂
寺河内バス停
市原公会堂
旧日影体育館
作山橋
宿公会堂
黒田精米所
福岡体育館
八井谷公会堂
大野公会堂
旧太谷荘前
大笹バス停
高坂公会堂
池ヶ平公会堂
和池四つ角
森脇公会堂前

9：30～10：20

10：25～10：30
10：35～10：45
10：50～11：00
11：05～11：15
11：20～11：25
11：35～11：45
11：55～12：00
13：00～13：10
13：20～13：25
13：35～13：45
13：50～13：55
14：00～14：30
14：35～14：45
14：55～15：05
15：15～15：25

9：20～ 9：30
9：35～ 9：40
9：50～ 9：55
10：00～10：10
10：15～10：40
10：45～11：05
11：10～11：40
11：50～12：00
13：00～13：05
13：10～13：25
13：30～14：00
14：05～14：10
14：20～14：30
14：40～14：55
15：00～15：10
15：25～15：30
15：35～15：40
15：45～15：50
15：55～16：00

村　岡
（大字10区）
鹿田・用野
入　江
和田・小城
長　板
熊　波
柤　岡
丸　味
川　会
和佐父
高　津
長　須
味取・原
長　瀬
境
山　田

萩山・板仕野
神坂・相田
大　糠
光　陽

高井・寺河内
耀山・市原
日　影
作　山
宿
黒　田
福　岡
八井谷
大　野

口大谷・中大谷
大　笹
高　坂
池ヶ平
和　池
森　脇

5
月
23
日
（
月
）

5
月
24
日
（
火
）

日程 対象地区 時　　間 場　　　所

広井集会所

神水農協ライスセンター

忠宮堂の下

貫田集会所
茅野集会所

小代地域局車庫前

東垣堂の前広場

秋岡バス停
新屋集会所駐車場

9：40～ 9：55

10：00～10：15

10：20～10：40

10：45～11：00
11：05～11：20

11：30～12：00

13：15～13：35

13：45～14：10
14：20～14：40

石寺・広井
神水・水間・
猪之谷・神場
忠宮・実山
・平野
貫　田
茅　野

大谷・城山・
久須部・熱田
・野間谷
東垣・鍛冶屋
・佐坊
秋　岡
新　屋

5
月
25
日
（
水
）

日程 対象地区 時　　間 場　　　所

土生区入り口
本見塚区内
奥佐津地区公民館付近
奥佐津郵便局付近
隼人区公民館前
畑区公民館前
三川分校前
丹生地構造改善センター前
九斗区公民館前
相谷区公民館前
佐津地区健康管理施設前
佐津地区公民館前
香住第二中学校寄宿舎前
浦上区公民館前
柴山地区公民館前
沖浦区公民館前
境区公民館前
一日市区公民館前
若松コミュニティーセンター前
香住文化会館前

八原区公園
藤橋付近
中野区公民館前
小原区公民館前
大野橋付近
大谷区公民館前
大谷橋（三谷側）
三谷下バス停
守柄橋付近
香住自動車教習所駐車場
森区公民館前
水道事業所前
油良区公民館前
七日市区公民館横広場
下浜区公会堂前
鎧港上屋付近
市午橋付近
旧余部郵便局前
御崎駐車場
三輪清駅前給油所裏駐車場

9：00～ 9：02
9：08～ 9：10
9：20～ 9：25
9：35～ 9：40
9：45～ 9：50
10：00～10：05
10：25～10：28
10：45～10：50
10：58～11：00
11：15～11：20
11：30～11：35
11：45～11：50
13：00～13：05
13：15～13：20
13：30～13：35
13：50～13：55
14：05～14：10
14：20～14：25
14：40～14：45
15：05～15：30

9：00～ 9：05
9：10～ 9：12
9：18～ 9：20
9：25～ 9：30
9：35～ 9：40
9：50～ 9：55
10：00～10：05
10：10～10：15
10：25～10：30
10：35～10：40
10：50～10：55
11：00～11：05
11：10～11：15
11：30～11：35
11：45～11：55
13：08～13：10
13：25～13：30
13：35～13：40
13：55～14：00
14：30～15：00

土　生
本見塚
下　岡
上　岡
隼　人
畑
三　川
丹生地
九　斗
相　谷
安　木
訓　谷
無南垣
浦　上
上　計
沖　浦
境
一日市
若　松
香　住

八　原
藤
中　野
小　原
大　野
大　谷

三　谷

守　柄
加鹿野

森

間室・油良
七日市
矢田・下浜
鎧

余　部

香　住

5
月
26
日
（
木
）

5
月
27
日
（
金
）

日程 対象地区 時　　間 場　　　所

【村岡区】

【小代区】

【香住区】

犬の登録・狂犬病予防注射

■問い合わせ先　役場健康福祉部町民課　�0796・36・1111 村岡地域局健康福祉課　�0796・94・0321
小代地域局健康福祉課　�0796・97・3111

・生後91日以上の犬は、生涯1回の登録と毎年の注射が義務づ
けられています。必ず登録をして、予防注射を受けましょう。
・注射は健康な犬を対象に行います。当日の犬の体調にご注意
ください。
・健康状態に不安がある場合には、注射を受ける前に獣医師へ
ご相談ください。
・かかりつけの獣医師がいる場合には、できるだけその動物病
院で狂犬病予防接種を受けてください。
・会場周辺でフンをした時は、飼い主が責任を持って処分しま
しょう。
・犬をしっかりとしつけられる方がお連れください。会場で暴
れたり、興奮すると、思わぬ事故が起きることがあります。ま
た、事故防止のため、注射をお断りする場合があります。
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Town News
¿ bŁ

4
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
旧

村
岡
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
大
阪
府
門

真
市
の
皆
さ
ん
が
バ
ス
ツ
ア
ー
で
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ふ

る
さ
と
村
岡
の
会
（
岡
田

幸
雄
会
長
）
が
市
民
の
方

に
香
美
町
の
美
し
い
山
・

川
・
海
と
観
光
名
所
を
心

ゆ
く
ま
で
満
喫
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
参
加
し
た
42
人

は
、
但
馬
高
原
植
物
園
や

ハ
チ
北
高
原
の
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
群
生
地
、
但
馬
大
佛

な
ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
村
岡
フ
ァ
ー

ム
ガ
ー
デ
ン
な
ど
で
山
の
幸
の
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
柤
大
池
公

園
付
近
の
牧
場
で
は
、
村
岡
の
山
野
草

を
育
て
る
会
の
小
林
正
会
長
（
村
岡
区

中
西
）
を
講
師
に
山
菜
の
採
り
方
や
料

理
す
る
際
の
コ
ツ
に
つ
い
て
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
吉
田
幸
さ
ん
は
「
親
子
3

人
で
参
加
し
ま
し
た
。
村
岡
の
魅
力
を

目
い
っ
ぱ
い
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
大
満
足
で
す
。
山
菜
が
あ
ま
り

採
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す

が
、
次
回
の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
こ
う

と
思
い
ま
す
」
と
満
面
の
笑
顔
で
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山菜の説明を熱心に聞く参加者の皆さん

大
自
然
を
た
ず
ね
て

門
真
市
か
ら
「
春
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」

4
月
1
日
に
香
美
町
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
4
月
7
日
、
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
上
田
直
さ
ん
、
忍
さ
ん
ご
夫
妻
（
村
岡
区
宿
）
の
お
子
さ

ん
で
晴
斗
く
ん
と
命
名
さ
れ
た
元
気
な
男
の
子
は
、
香
美
町
誕
生

後
に
初
め
て
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

お
母
さ
ん
の
忍
さ
ん
は
、「
7
日
生
れ
な
の
で
ま
さ
か
一
番
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
子
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、
ぜ

ひ
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
　
つ
江
さ
ん
（
村
岡
区
味
取
）
は
、
香
美
町
誕
生

後
初
め
て
の
1
0
0
歳
到
達
者
と
な
り
ま
し
た
。
1
0
0
歳
の
誕

生
日
と
な
る
4
月
16
日
、
自
宅
で
岩
槻
町
長
職
務
執
行
者
か
ら
お

祝
い
を
手
渡
さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
っ
か

り
と
し
た
手
つ
き
で
握
手
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

お母さんの忍さん、お姉さんの真愛ちゃんと
一緒の晴斗くん

香
美
町
「
初
」
の
お
二
人
で
す

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
1
0
0
歳
到
達
者

岩槻町長職務執行者と握手を交わす
今後　つ江さん

5
月
3
日
、
小
代
区

新
屋
で
第
5
回
全
国
し

ゃ
く
な
げ
公
園
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
見
ご
ろ

を
迎
え
た
約
3
、
0
0

0
本
の
し
ゃ
く
な
げ
が

来
場
者
を
出
迎
え
ま
し

た
。
ひ
し
ゃ
く
の
飛
距

離
を
競
う
し
ゃ
く
投
げ

大
会
で
は
、
見
当
違
い

の
場
所
に
飛
ば
し
た
り

す
る
参
加
者
が
続
出
し
、

会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま

し
た
。

高
原
で
…
渓
谷
で
…

初
夏
の
自
然
を
満
喫

世界記録も飛び出した（？）しゃく投げ大会

ま

ま
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4
月
26
日
、
村
岡
区
の
杜
氏
さ
ん
や

従
業
員
の
皆
さ
ん
が
村
岡
体
育
館
に
集

い
、
村
岡
町
杜
氏
組
合
（
山
根
福
平
組

合
長
）
の
従
業
員
自
醸
酒
研
究
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
31
人
の
杜

氏
さ
ん
か
ら
吟
醸
酒
50
点
、
純
米
酒
34

点
、
普
通
酒
29
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。28

日
に
は
美
方
町
杜
氏
組
合
（
藤
澤

忠
治
組
合
長
）
に
よ
る
第
40
回
自
醸
酒

研
究
会
が
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
11
人
の
杜
氏
さ
ん
か
ら
吟
醸

酒
21
点
、
純
米
酒
29
点
、
普
通
酒
23
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

両
研
究
会
と
も
、
昨
年
末
か
ら
今
年

に
か
け
て
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
の

各
地
で
酒
作
り
に
従
事
し
た
杜
氏
の
皆

さ
ん
が
自
慢
の
新
酒
を
持
ち
寄
り
、
一

堂
に
会
し
て
そ
の

出
来
栄
え
を
競
う

も
の
で
す
。

両
会
場
で
審
査

に
当
た
っ
た
大
阪

国
税
局
鑑
定
官
室

主
任
鑑
定
官
の
岩

槻
安
浩
さ
ん
は

「
昨
年
の
台
風
で

酒
米
が
大
変
な
被

害
を
受
け
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
味
・

香
り
と
も
大
変
素
晴
ら
し
い
作
品
が
揃

い
ま
し
た
。
甲
乙
つ
け
が
た
く
順
位
を

決
定
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
講

評
し
、
杜
氏
さ
ん
の
苦
労
と
そ
の
成
果

を
た
た
え
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
逸
品

杜
氏
組
合
自
醸
酒
研
究
会

ふくよかな香りがあたりを包みました
（村岡体育館）

5
月
3
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
香
住
区
の
余
部
地
区
で
「
余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル

事
業
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

架
け
替
え
が
決
定
し
た
余
部
鉄
橋
の
雄
姿
が
見
ら
れ
る
の
も
あ
と
数
年
。
90
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ
て
き
た
余
部
鉄
橋
に
感
謝
を
込
め
て
、
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
事
業
。

メ
イ
ン
と
な
る
7
日
は
、
3
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
特
急
列
車
「
余
部
ロ
マ
ン
号
」

運
行
、
余
部
鉄
橋
写
真
展
に
加
え
、
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
御
崎
区
へ
の
ハ
イ

キ
ン
グ
や
光
点
の
高
さ
日
本
一
、
余
部
埼
灯
台
（
御
崎
灯
台
）
の
一
般
公
開
、
御
崎
区
の
方
々
が
中
心
と
な

っ
て
灯
台
ま
つ
り
を
開
催
、
町
、
Ｊ
Ｒ
、
国
、
地
元
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
展
開
し
ま
し
た
。

鉄
道
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
観
光
客
が
余
部
鉄
橋
や
余
部
埼
灯
台
を
訪
れ
、
見
学
や
記
念
撮
影
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

余部鉄橋を背にハイキングに出発

架
け
替
え
前
の
「
あ
り
が
と
う
」

余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
を
開
催

余部埼（御崎）灯台の一般公開にあわせて
地元の方々が灯台まつりを開催

翌
4
日
に
は
秋
岡
区

主
催
の
第
18
回
小
代
渓

谷
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

や
ま
め
釣
り
大
会
や
、

魚
つ
か
み
、
清
流
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
川
に
親
し
む

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
帰

省
客
や
観
光
客
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
帰
路
に
つ
か
れ

た
様
子
で
し
た
。

今
年
か
ら
小
代
区
か

ら
香
住
区
ま
で
の
矢
田

川
沿
い
に
桜
の
植
樹
活
動
を
展
開

し
、
香
美
町
民
の
交
流
と
共
生
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

小代渓谷の清流の中で楽しむ人々
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にプラスチック類や印刷物のインク類
などからは、ダイオキシンや悪臭が多
く発生します。また、住宅地域でごみ
を焼却すると、煙やすす、臭いなどに
より洗濯物や布団が汚れたり、周囲に
住む人の気分が悪くなったりするなど
の被害が起こる場合もあります。
紙くずなどを燃やして、近所にご迷

惑をおかけしないようよろしくお願い
します。
�問い合わせ先
役場健康福祉部町民課

�0796･36･1111

◆「ご近所の防犯運動」を広げよう◆
兵庫県警では、「ご近所の防犯運動」

として自治会ごとの防犯対策を推進す
るようお願いしています。犯罪者が嫌
がるのは、住民同士の連携・連帯です。
・不審人物を見かけたら、まず声をか
けましょう。
・門灯をつけるなどして町を明るくし、
夕方や寝る前には家の周りを見回りま
しょう。
・お互いにあいさつを交わし、子ども
へ声をかけましょう。
・出かける際は、必ず戸締まりと鍵か
けを行い、近所にも一声かけましょう。
�問い合わせ先
香住警察署　�0796･36･0110
浜坂警察署　�0796･82･0110

◆自動車税の納期限は5月31日◆
お近くの銀行や農協などの金融機関、
郵便局、県税事務所で納めてください。
�障害者の方へ
身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療

育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお
持ちの方（等級や使用状況などに一定
の条件があります）に対する自動車税・
自動車取得税の減免制度があります。
�月割課税の廃止について
平成18年4月から、引越しや自動車

売買で「他府県ナンバー」に変わって
も、自動車税の還付や新たな課税は行
われません。
�問い合わせ先
但馬県民局豊岡県税事務所直税課

�0796･26･3628

◆年金相談窓口の時間延長、休日開設◆
社会保険事務所では、年金相談窓口

を開設していますが、窓口の時間延長・
休日開設を行います。相談には年金手
帳など基礎年金番号の分かるものをご
持参ください。
�休日の開設日
7月までの第2、3土曜日（5月14

日・21日、6月11日・18日、7月9
日・16日）の午前9時30分～午後4時
�窓口の時間延長
毎週月曜日の相談窓口は、午後7時ま
で開設しています。
�ところ　最寄りの社会保険事務所
�問い合わせ先
兵庫社会保険事務局豊岡事務所

�0796･22･3196
役場健康福祉部町民課

�0796･36･1111

◆野外焼却はやめましょう◆
近年、ごみの野外焼却に関する苦情

が増えています。
野外での不法な廃棄物の焼却は一部

の例外を除き禁止されています（キャ
ンプファイヤー、たき火、とんど焼き
など）。
このような行為は、温室効果ガスの

二酸化炭素を発生させ、ダイオキシン
類を発生させる可能性があります。特

香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111
〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053
〃　　　村岡地域局　　　　94・0321
〃　　　小代地域局　　　　97・3111
香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764
〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166
公立村岡病院　　　　　　　　94・0111
香住地域福祉センター　　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

そのほか

たじま農業協同組合
新日本ガード�
�三七十
ヤマニ水産
�日本海フーズ
�かどや
マルヨ食品�
清水工業�
�西山工務店
但馬ディーゼル�
宮崎水道設備
デサントアパレル�
�中村建工
�田野工務店

支店窓口業務
交通誘導警備員
調理師見習
事務員
営業販売員

ダイビングショップ・旅館接客
ルート営業
設備保全係
現場監督

機械整備工員（見習可）
給排水衛生設備配管工
資材事務
営業
営業

20～40

不問

不問

不問

18～40

18～35

40以下

25～45

22～45

不問

不問

不問

25～50

不問

2
5
1
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1

事業所名 職　　種 年齢 人数

味ん宿　英祥
�三七十
ヤマニ水産
�丸近

�蟹かや水産
�かどや

本家かまどや香住店
�伸和
村岡日石�
�入江産業
�絆カンパニー

▼パート

求人情報
（平成17年4月20日現在・順不同）

接客・清掃
雑役
事務員
一般作業員
事務

旅館・食事処接客
弁当販売

クリーニング取次店集配
給油・洗車スタッフ
アルミ部品検査・軽作業
但馬大仏発券業務等

不問

不問

不問

不問

45以下

18～55

不問

25～40

不問

20～45

20～50

1
1
1
4
2
2
3
1
2
3
1

ハローワーク香住（職業安定所）
�0796・36・0137

お詫びと訂正：
・3月下旬に全戸配布した香美町「ひと・まち暮らしのガイドブック」39ペー
ジに記述の誤りがありました。下記のとおりお詫びして訂正します。
（誤）香美町香住在宅介護支援センター

�0796・38・1800 兵庫県美方郡香美町香住区無南垣97
（正）香美町香住在宅介護支援センター（基幹型）

�0796・36・1111 兵庫県美方郡香美町香住区香住1595－3

・創刊号（平成17年4月号）に同封した付録「香美町の行政組織」に記述の誤
りがありました。下記のとおりお詫びして訂正します。
（誤）教育委員会指導係　職員　原範一
（正）教育委員会指導係　職員　原範一　細見武弘

（誤）香住総合病院薬局
職員 桑田富美子　伊賀博巳　谷垣雅人　秋山崇　山崎みち

（正） 薬局長 桑田富美子　職員 伊賀博巳　谷垣雅人　秋山崇　山崎みち

（追加） 小代給食センター　所長　毛戸和弘
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◆香住Ｂ＆Ｇ海洋センタープール監視員◆
�勤務期間
7月17日（日）～8月31日（水）
�勤務時間（2交代制）
・前半勤務　午前8時30分～午後3時
・後半勤務　午後3時～9時30分
�賃金
・前半勤務　日額5,000円
・後半勤務　日額5,700円
�募集人数　6人程度
�応募資格　40歳くらいまでの健康で
泳げる人（高校生不可）
�応募締切　6月10日（金）
�問い合わせ（応募）先
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター

�0796･36･2467

◆町営住宅入居者◆
�募集戸数・規格
七日市住宅（香住区）…2戸（2ＤＫ）
境船員住宅（香住区）…1戸（2Ｋ）
石町第二住宅（小代区）…1戸（3ＬＤＫ）
�家賃（所得などから算出）
七日市住宅　11,000～31,700円
境船員住宅　　8,400～24,600円
石町第二住宅 19,800～57,700円
�敷金　家賃の3カ月分

（共益費は別途徴収）
�入居時期　6月上旬
�入居条件
次の全ての要件に該当する人
・現に住宅に困窮していること
・入居基準所得を超えないこと（基準
所得は世帯構成によって異なります）
・町税に滞納がないこと
�そのほか
・重複申し込みは不可
・そのほかの条件は申し込み時に説明
�申込期限　5月27日（金）
（申し込み多数の場合は抽選）
�問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課

�0796･39・2058

◆パソコン講座受講生◆
�講習内容
基本操作、文書作成、インターネッ

ト、電子メール

◆但馬地域県民介護研修◆
介護に関する講義・実習を通して、知
識や技術を習得し、介護に関する意識
の向上を図る研修会を開催します。
�受講対象者
・介護ボランティア活動を希望する人
・現在ボランティア活動をしている人
・介護に興味がある人
・原則として10回研修を受講できる人
�募集人数　25人程度
�研修期間 6月～10月まで全10回
�研修場所
但馬長寿の郷（養父市八鹿町国木）
�応募締切　5月20日（金）
�問い合わせ（応募）先
香住在宅介護支援センター

�0796・36・1111
村岡在宅介護支援センター

�0796・98・1539
小代在宅介護支援センター　こぶしの里

�0796・97・2799

◆狩猟免許試験◆
鳥獣保護法で定められた猟具を用い

て狩猟をするためには、「狩猟免許」が
必要です。
県農林水産局森林動物共生室では、狩
猟を始めたいと考えている人を対象に
狩猟免許試験を行います。
�と　き
6月29日（水） 午後1時30分～
�ところ　ＪＡたじま総合営農センター

（養父市八鹿町朝倉）
�受験料　5,300円
�受付期間　6月6日（月）～17日（金）

（土・日除く）
�問い合わせ（申し込み）先
兵庫県農林水産局森林動物共生室
�078・341・7711（内線4114）

◆司法書士によるサラ金などの
多重債務・ヤミ金被害の無料相談会◆
�と　き
5月21日（土）、6月18日（土）
ともに午後1時～4時（予約制）
�ところ　豊岡市民会館
�問い合わせ（予約）先
兵庫県司法書士会但馬支部

�078･665･8025

�講習日
5月20日（金）～7月22日（金）ま
で18回（毎週月・金曜日）
�募集人数
昼の部…10人　夜の部…10人
※定員になり次第、締め切り
�受講料　37,000円
�問い合わせ（申し込み）先
香美町職業訓練校

�0796･36･0122

◆放送大学学生◆
放送大学はテレビ・ラジオを視聴し

て授業を行う正規の大学です。
4年以上在学し、所定の単位を取得すれ
ば、「学士（教養）」の学位が取得でき
ます。
入学試験はなく、18歳以上で大学入
学資格があれば全科履修生として、15
歳以上であれば選科・科目履修生とし
てそれぞれ入学できます。
�募集学生
・全科履修生（卒業を目指す学生）
・選科履修生（1年間在学する学生）
・科目履修生（6カ月在学する学生）
�出願受付
6月15日（水）～8月31日（水）
�授業視聴方法
・スカイパーフェクＴＶ（テレビ
205ch・ラジオ500ch）
・放送大学を放送しているＣＡＴＶ
※詳しいことは募集要項をご覧くださ
い
�問い合わせ（資料請求）先
放送大学兵庫学習センター

�078･805･0052

◆都市計画道路の変更に関する説明会◆
香住港湾線の自歩道整備事業に伴い、
都市計画道路香住港湾線と七日市線の
区域を変更しますので、次のとおり説
明会を開催します。
�と　き
5月26日（木） 午後7時30分～
�ところ　香住文化会館
�問い合わせ先
役場建設部建設課都市整備係　

�0796･39･2058

けいじばん
募　　集

開　　催
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但馬高原植物園
たじ ま こ う げ ん し ょ く ぶ つ え ん

－瀞川平
とろかわだいら

－

〒
669 -6592

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
1595の

3
tel 
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・
36
・
1111

fax
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・
36
・
3
8
0
9

電子メール
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@
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w
n
.m
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a
ta
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a
m
i.lg
.jp

ホームページ　　h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
2
号
）
平
成
1
7
年
5
月
1
2
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

氷ノ山後山那岐山国定公園に指定さ
れている瀞川平一帯。兵庫県観光百選
の第1位にも選ばれた高原に、平成9年
に設立されたのが但馬高原植物園。
同園は、日量5,000トンの湧水、樹

齢1,000年以上の大カツラの保護をテ
ーマに開園されました。
この植物園の特徴は、「南の地方の植

物の北限」「北の地方の植物の南限」
「高山植物の低限」「低地植物の高限」
という日本でも有数の自然植物園です。
園内では樹木・草木の自生植物が約

1,000種、それに類する植物約300種
を見ることができます。また、2つの池
や湿地が多いことから、トンボなどの
昆虫や小鳥も多く、心を和ませてくれ
ます。
自然の中に身を置いて心を癒しなが

ら、ゆっくり散歩ができる公園です。
……………………………………………
■開園期間　4月中旬～11月下旬（有
料期間）、期間外は無料
■入園料　大人500円（400円）、高
校生400円（320円）、小中学生100
円（80円）＜カッコ内は団体（30人
以上）、身体障害者料金＞
……………………………………………
■問い合わせ先
（株）むらおか振興公社

�0796・96・1187

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成17年4月1日現在）

合　計　22,801人
男　　10,882人
女　　11,919人
世帯数 6,961世帯

香
美
町
誕
生
か
ら
約
1
カ
月
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。
旧
町
か
ら
新
町
へ
の
移
行
作
業
と
新
町
の

事
業
の
執
行
と
い
う
2
つ
の
作
業
を
同
時
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
部
署
は
て
ん
や
わ
ん

や
の
状
況
で
す
。

そ
の
中
で
職
員
が
ま
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
作
業
の
一
つ
に
「
地
名
を
覚
え
る
」
と
い
う

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
香
美
町
に
は
実
に
1
2

0
も
の
行
政
区
（
旧
香
住
町
47
区
、
旧
村
岡
町

52
区
、
旧
美
方
町
21
区
）
が
存
在
し
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
職
員
一
同
そ
の
全
て
を
覚
え
る
の
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
い
つ
か
広
報
紙
上
で
1
2
0

区
全
て
を
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ

え
ず
ち
ょ
っ
と
読
む
の
が
難
し
そ
う
な
区
名
を

い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
住
区
…
丹
生
地
（
に
ゆ
う
じ
）、
無
南
垣

（
む
な
が
き
）、
上
計
（
あ
げ
）、
守
柄
（
す
か
ら
）、

梶
原
（
た
で
わ
ら
）

村
岡
区
…
耀
山
（
か
か
や
ま
）、
池
ヶ
平
（
い

け
が
な
る
）、
柤
岡
（
け
び
お
か
）、
川
会
（
か

わ
い
）、
小
城
（
こ
じ
ょ
う
）

小
代
区
…
実
山
（
さ
ね
や
ま
）、
新
屋
（
に
い

や
）、
城
山
（
じ
ょ
う
や
ま
）、
神
水
（
か
ん
ず
い
）

あ
な
た
は
す
べ
て
読
め
ま
し
た
か
？
（
タ
ク
）

【写真上】色とりどりの植物が咲き誇る
【写真左】樹齢1,000年を超える和池の大カ

ツラと湧水




